
全国調査結果

2013年度下期調査

ニッセイ
景況アンケート調査結果

＜調査結果のポイント＞
◆消費増税前の駆け込み需要から企業の景況感

　は大幅に改善、先行きも好調を維持

◆BCP策定済み企業は、東日本大震災前後で2割

　から4割へ倍増、現在検討中を加えると7割

協力：株式会社ニッセイ基礎研究所
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【定例調査項目】
【 1 】従業員数について（パート・アルバイト含まず）

◇従業員数の増減について（対前年比）

【 2 】業況について

【 3 】売上について

【 4 】経常損益について

【 5 】現在の金融機関の貸出態度について

【 6 】金融機関との取引関係の変化について

【 7】設備投資について

【 8 】今後必要となる経営資金について

【9 】（非上場企業様にお伺いします）株式の上場について

◇（①又は②又は③とご回答の場合）取引関係変更の理由（主なもの 2つまで）

◇設備投資金額について（前年度と比べ）

◇設備投資目的について（主なもの 2つまで）

◇（調達方法で②又は③とご回答の場合）調達決定する際に重視する要素（主なもの 2つまで）

H25/4実　績：  ①増やした（25.5％）　②横ばい（61.4％）　③削減した（11.2％）
H26/4見　込：  ①増やす（27.2％）　 ②横ばい（63.0％）　③削減する（6.8％）

現　　　　在：  ①良い（9.3％）　②やや良い（26.6％）　③ふつう（42.2％）　④やや悪い（17.4％）　⑤悪い（3.2％）
H26/9末見通：  ①良い（5.5％）　②やや良い（23.8％）　③ふつう（48.9％）　④やや悪い（15.2％）　⑤悪い（2.4％）

H25年度見込：  ①連続増収（26.9％）　②増収に転じる（19.6％）　③前年並み（33.5％）　④減収に転じる（13.6％）　
　　　　　　  ⑤連続減収（4.4％）
H26年度見通：  ①連続増収（19.8％）　②増収に転じる（15.1％）　③前年並み（47.1％）　④減収に転じる（9.1％）　
　　　　　　  ⑤連続減収（3.2％）

H25年度見込：  ①連続増益（20.4％）　②増益に転じる（18.5％）　③前年並み（36.0％）　④減益に転じる（19.1％）　
　　　　　　  ⑤連続減益（3.5％）
H26年度見通：  ①連続増益（14.4％）　②増益に転じる（16.0％）　③前年並み（50.0％）　④減益に転じる（10.5％）　
　　　　　　  ⑤連続減益（3.0％）

①積極的（35.3％）　②やや積極的（21.5％）　③ふつう（33.5％）　④やや厳しい（2.0％）　⑤厳しい（0.7％）

直 近 １ 年 ： ①取引金融機関を増やした（9.8％）　②取引金融機関を減らした（3.6％）　③メインバンクを変えた（0.3％）
　　　　　 　 ④特に変化なし（82.1％）
今　　　後  ： ①取引金融機関を増やす（3.2％）　 ②取引金融機関を減らす（3.3％）　 ③メインバンクを変える（0.2％）
　　　　　 　 ④特に変化なし（86.8％）　

①有利な借入条件（50.3％）　②円滑な資金調達（38.2％）　③効果的な経営相談（6.9％）　④社会的信頼性の向上（4.9％）
⑤取引機関数の適正化（27.5％）　⑥その他（13.2％）

H25年度見込：  ①増加する（20.0％）　②やや増加する（15.6％）　③横ばい（44.8％）　④やや減少する（8.2％）
　　　　　  　⑤減少する（5.3％）
H26年度見通：  ①増加する（12.3％）　②やや増加する（15.1％）　③横ばい（50.7％）　④やや減少する（8.1％）
　　　　　  　⑤減少する（4.2％）

①生産・販売能力増強（38.6％）　②製（商）品・サービスの向上（15.3％）　③省力・合理化（23.4％）　④経営多角化（3.9％）　
⑤研究・開発（6.8％）　⑥設備の更新維持（51.9％）　⑦M＆A（2.2％）　⑧その他（3.3％）

①金利条件（74.8％）　②貸手の信用力・安定性（11.1％）　③過去からの継続的取引（メイン・株主等）（77.0％）
④コンサルティング力（2.0％）　⑤情報提供力（6.4％）　⑥その他（0.5％）　

〔上場計画〕　①近々上場予定有（0.2％）　②将来的に意向有（2.8％）　③上場意向なし（62.4％）
◇（①又は②とご回答の場合）
〔株式異動 増資計画〕　①異動ニーズあり（7.4％）　②第三者割当増資計画あり（2.5％）　③いずれもなし（40.2％）

【１０】今後の金利水準見通しについて（H26/9末見通しについてご意見をお聞かせください）
①上がる（41.2％）　②横ばい（49.7％）　③下がる（2.5％）

＜資金使途＞　①生産設備資金（25.7％）　②営業販売施設資金（7.1％）　③運転資金（29.8％）
　　　　　  　④研究開発設備資金（2.6％）　 ⑤M&A資金（2.9％）　 ⑥その他（5.2％）
＜調達方法＞　①自己資金（28.5％）　②民間金融機関からの借入（39.4％）　③リース・割賦（4.7％）
　　　　　  　④政府系金融機関からの制度融資（5.1％）　⑤株式発行（0.9％）　⑥社債発行（2.5％）
　　　　　  　⑦グループ会社間ファイナンス（7.0％）　⑧その他（1.0％）　⑨未定（4.6％）
＜時　　期＞　①年度内（16.2％）　②来年度上期（19.6％）　③来年度下期（11.9％）

　　　　　

①50名以下（17.9％）　②100名以下（11.1％）　③300名以下（29.2％）　④500名以下（13.4％）　⑤1,000名以下（13.5％）　
⑥3,000名以下（9.0％）　⑦3,000名超（5.1％）　
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【特別調査項目】
大規模災害等を踏まえたBCPの策定状況

【１３】数多い経営課題のなかで、大規模災害等の緊急事態に備えた事業継続や早期回復の対策を立てておくことをどのように
　　 認識していますか。

【１4】大規模災害等により自社事業が中断した場合、サプライチェーン（納入先や顧客等の関係先）への影響をどのように評価
　　 していますか。

【１７】BCP を策定していない企業の方のみお答えください

①大きな影響が及ぶ（44.9％）　②ある程度の影響が及ぶ（41.2％）　③それほど影響は及ばない（6.7％）　
④よくわからない（3.5％）　⑤その他（0.4％）

①地震・津波（84.8％）　②風水害（20.6％）　③火災・爆発（21.8％）　④感染症（14.2％）　
⑤テロ・サイバーテロ（1.5％）　⑥海外現場での労働争議（1.0％）　
⑦特定の災害を想定せず、それが及ぼす結果（自社業務の被災状況など）を想定（20.5％）　⑧その他（1.1％）　

①東日本大震災前から策定している（その後の見直しを含む）（21.3％）　
②東日本大震災後に策定した（その後の見直しを含む）（22.4％）　③現在、策定を検討している（23.8％）　
④策定していない（25.5％）　⑤その他（2.7％）

【１６】BCP を既に策定している企業の方のみお答えください

（注１）設問８、１１の金額、設問９の時期については、回答記載を省略しております。
（注２）複数回答の設問があるほか、各設問とも無回答分があるため、合計は100％にはなりません。

【１５】事業の継続や早期回復をめざす事業継続計画（BCP）を実際に策定していますか。

<16-1>BCP 策定に当たって、想定した災害等はどのようなものですか（主なもの2 つまで）。

①忙しくて人手が足りない（34.6％）　②コンサルタント等の費用がかかる（13.5％）　③策定方法がわからない（18.6％）
④顧客等からの要請がない（11.0％）　⑤必要性を感じない（12.6％）　⑥その他（19.4％）　

<17-1>BCP を策定していない理由はどのようなものですか（主なもの2 つまで）。

①策定を考えている（25.6％）　②策定するつもりはない（4.4％）　③策定したいが難しい（15.0％）　
④何とも言えない（33.3％）　⑤その他（3.6％）　

<17-2>今後、BCP を策定するつもりはありますか。

①人員（経営陣、従業員）（73.6％）　②建物（本社、工場、店舗）（51.9％）　③電源や設備（17.4％）　
④情報通信システム（16.7％）　⑤資金（1.7％）　⑥交通・物流（7.3％）　⑦顧客・納入先（12.7％）　
⑧調達先・発注先（9.6％）　⑨その他（0.4％）　

<17-2>（上記＜17-2＞で①に回答された方）
　　　　 BCPを策定する場合に、被災を想定する経営資源や関係者はどのようなものですか（主なもの2つまで）。

①人員（経営陣、従業員）（74.5％）　②建物（本社、工場、店舗）（50.3％）　③電源や設備（20.1％）　
④情報通信システム（18.6％）　⑤資金（2.2％）　⑥交通・物流（6.6％）　⑦顧客・納入先（11.2％）　
⑧調達先・発注先（5.4％）　⑨その他（0.8％）　

<16-2>BCP 策定に当たって、被災を想定した経営資源や関係者はどのようなものですか（主なもの2つまで）。

①最重要課題の一つと認識している（56.4％）　②重要性は中程度と認識している（27.4％）　
③重要性は相対的に低い（6.8％）　④よくわからない（5.2％）　⑤その他（0.8％）

近年、国内外で台風や竜巻など大規模な自然災害が多発し、またインフルエンザやサイバーテロ、
あるいは新興国での労働争議等が発生して、企業の事業継続が困難になるケースが増えています。
そこで、貴社におけるBCP（事業継続計画）策定の現状や課題についてお聞きします。

【１1】興味のある又は実施を検討されているファイナンス手法を教えてください。（主なもの 2つまで）

【１2】現在、、検討しているオフィス（不動産）等に関する事項について

◇（実施予定の場合）実施予定時期・金額・取扱金融機関について

①シンジケートローン（7.1％）　②コミットメントライン（6.4％）　③外貨建ローン（2.1％）　④私募債（2.7％）
⑤流動化（4.7％）　⑥リース（5.4％）　⑦割賦（1.3％）　⑧支払委託（0.7％） ⑨その他（0.8％） 
⑩検討していない（61.2％）

①面積見直し・集約（4.2％）　②立地・グレード改善（3.0％）　③賃料見直し（5.2％）　④建替え・改修（6.7％）　⑤売却（1.3％）
⑥その他（1.2％）　⑦該当なし（67.4％）

＜金融機関＞　①都市銀行（14.0％）　②地方銀行（8.8％）　③証券会社（0.1％）　④生命保険会社（3.8％）　
　　　　　　  ⑤リース会社（6.8％）　⑥未定（10.7％）
＜時　　期＞　①年度内（8.5％）　②来年度上期（7.9％）　③来年度下期（3.1％）
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